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津波の大きさと破壊率の関係

Relations of the size of tsunami and the destruction rate of the house
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　羽鳥(1984)では、チリ地震と1933年に発生した三陸沖地震による津波の被害状況について破壊率と津波の

高さ、水圧と住宅の位置する場所、水圧と破壊率の関係性の三つの点で論証した。そこで羽鳥(1984)や、その

他の先行研究で明らかにされていなかった東北地方太平洋沖地震時の津波における、破壊率と津波の高さとい

う点で論証した。主な津波の被害を受けた20の地域の津波の高さと破壊率の関係性をグラフにすると、相関係

数が0.7と正になることが明らかとなり、東北地方太平洋沖地震の津波においても破壊率と津波の高さには関

係性があることがわかった。 
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